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水路改築工事の進め方
武蔵水路は、首都圏に水を送り続ける重要なライフラインであることから、

水を止めて工事をすることができません。したがって、
○水需要の少ない期間（12/1～5/31）において導水量を制限（「水路改築工事の進め方（2/2）」参照）、

○この期間内に一定の間隔を空けながら複数の工事を同時に実施し、

平成２７年度までに水路を完成させることとなります。

改築工事では、その年に実施可能な複数の区間（ ）を同時に工事し、工事が完了次第、翌年、隣の区間

（ ）に移り、同様の工事を繰り返します。
（※工事により一時的に上昇する水位を低下させるため、一定の距離を保ちながら工事を行う必要があります。）

※※上図は、工事の流れを示したイメージであり、実態とは異なります。上図は、工事の流れを示したイメージであり、実態とは異なります。
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水路改築工事の進め方

仮設工事仮設工事
（（99月月--1111月）月）

本体工事本体工事
（（1212月月--55月）月）

整備工事整備工事
（（66月月--88月）月）

①既設水路 ②鋼矢板打込み

③一次仮廻し ④二次仮廻し ⑤開水路本体一次施工 ⑥本体一次施工完了

⑦三次仮廻し ⑧開水路本体二次施工 ⑨本体二次施工完了 ⑩開水路本体完成

⑪周辺設備等の整備

水路周辺の法面工事やフェンス、道路の整備工事等を行います。

開水路本体工事の着手に向けた、工事用道路の設置や鋼矢板の打込みを行います。

⑦に続く

⑥から続く

②から続く

⑪に続く

③に続く

工事準備工事準備 工事着手前の測量や工事に必要な資機材の手配などの工事準備を行います。

（２／２）
○ 工事の進め方（年間） ※添付の写真は、愛知用水の施工例です。

※写真は、全て愛知用水
での施工例です。


